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1  1ま  し め に

黒毛和種に比べ泌乳能力の勝る交雑種雌牛を放牧育成し,

繁殖に供用することが考えられる。その中で,繁殖供用し

た交雑種雌牛の肉資源としての活用の可能性を検討するた

めに,放牧育成中に受胎させた交雑種を受胎後肥育する中

で,産次の違いが産肉性に与える影響を検討した。

2試 験 方 法

0)供試牛及び試験区分
1988年 12月 27日 から1992年 3月 4日 の間に当場乳牛部で

生産された交雑雌牛 (黒毛和種雄牛×ホルカスタイン種雌

牛)11頭であり,試験区は,二産分娩牛 3頭の区 (産区),

一産分娩牛 4頭の区 (一産区)及び未経産牛 4頭の区 (未

経産区)の 3区とした。

12)目標値の設定

肥育期間は,二産区6ケ 月,一産区15ケ月及び未経産区

18ケ月とした。また,二産区及び一産区においては日増体

量を0 7kg以上,終了時体重を650～ 700kgと し,未経産区

ではそれぞれ0 9kg及び630kgと した。屠殺月齢は2産区44

ケ月,一産区34ケ 月及び未経産区24ケ月とした。

3)飼料及び給与量
濃厚飼料は産肉能力間接検定用飼料 (DCP10 0%,TDN

730%)と圧ベン大麦を4:1の割合で混合して給与 し,

粗飼料は稲ワラを給与した。また給与量については,濃厚

飼料は分娩前には目標日増体量を確保できる量とし,妊娠

末期 2ケ月間は増し飼い分を加えて給与し,分娩以降は飽

食給与とした。また,稲ワラは給与飼料中の乾物割合で分

娩前30%,分娩以降15%給与した。

●)管理方法
供試牛は単房単飼で,飼料は 1日 2回 (朝夕)給与,水

はウォーターカップによる自由飲水とした。分娩に際して,

産子は分娩後に母子分離し,人工哺育とした。同時に,母

牛の乳房にはインジンを噴霧した後放置した。

3 試験結果及び考察

(1)発育成績

供試牛の肥育開始時の日齢及び体重は二産区で1,1647

日及び459 6kg,一 産区で6885日及び411 9kg,未 経産区で

1203日 及び1119眩であった。開始時における体重は,各

区とも黒毛和種正常発育曲線の下限に近い値であった。終

了時の体重は,二産区709 7kg,一 産区6948謄及び未経産

区639 5kgであつた。また,屠殺月齢は二産区47ケ月,一

産区348ケ 月及び未経産区235ケ月であった。二産区で屠

殺月齢が目標値を超えたのは,分娩後の濃厚飼料飽食給与

への移行時期に発生した下痢に起因し,二産取り肥育での

分娩前後の飼料給与方法の重要性が示唆された。

日増体量は,二産区 (0 93kg)が 最も高 く,次いで未経

産区 (0 87kg),一産区 (0 74kg)の 順であった。一産区

は分娩前の増体が極めて良好であったが,分娩の前後で体

重が平均48 8kg減少 したことにより日増体量が低くなった

と考えられた。

12)分娩に伴う事故等の状況

二産区及び一産区とも分娩時に介助を必要としなかった。

また,分娩直前に母子分離したことにより,乳房炎の発症

が懸念されたが,1頭発症したのみで他は自然に乳房が収

縮した。発症した個体は,発熱,食欲減退等の症状を呈し,

分娩後の増体が劣った。分娩前後は牛の状態に注意し,乳

房炎等の場合は飼料給与量の調整及び適切な治療を行う必

要がある。

13)飼料効率

l kgに要したTDN量は,肥育期間通算で二産区の87
kg及び一産区10 0kgが未経産区の5 7kgよ りも有意に多かっ

た (それぞれP005及びPぐ〕01)。
佐藤ら
1)は
,黒毛和種及び日本短角種の経産牛肥育試験

において,産歴ごとに飼料効率を比較した結果, l kg増 体

に要したTDN量が黒毛和種で10 0kg～ 13 3kg,日 本短角

種で11 5kg～ 15 3kgと 非常に高く,特に授乳期で飼料効率

が低下することを示した。肥育の諸条件が異なるので単純

に比較できないが,産子を人口哺育したはうが,肥育効率

が良くなると推察された。

に)解体成績
枝肉歩留は,二産区で594%,一産区で616%,未経産

区で638%であり,未経産区に対して二産区,一産区とも

に有意に低かった (それぞれP<001,P<005)。 これは,

肥育の仕上がり状態様々な要因から直接比較できないもの

の,佐藤ら
1)の報告 (一産区631%,二産区615%)と 比

較して低い数値となった。また,内臓,原皮の測定値の中
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で内臓脂肪量について差が見られ,二産区が未経産区に対

し有意に (P<001)多 く,一産区も未経産区に対 し多い

傾向が認められた。これから,交雑種経産牛肥育では,産
次とともに月巴育効率が低下すると思われた。

肉質等級判定項目の中で BMS Mは ,二産区43に対 し
一産区が53(P<010),未経産区でも58と 高かった。 し
まりは二産区 3に対し,一産区,未経産区ともに38と高

く (Pく010),きめも二産区27に対 し一産区 4,未経産
区43であり (P<010),二産区は他の区に対 し肉質面で

及ばなかった。

これらの成績から,交雑種雌牛の効率的肉利用を考える

場合,一産取り肥育が妥当な方法と考えられた。

4 ま と め

交雑種を肥育する中で分娩させ,産子を人工哺育とした

場合における,産次 (未経産～二産)による産肉性等の違
いについて検討した。

a)二産区では,平均日増体量が 3区の中で最も高かっ
たが,分娩後,濃厚飼料飽食給与への移行期の下痢により

増体が停滞し,屠殺月齢が遅延した。分娩は介助を要せず,

乳房炎の発症もなかった。枝肉歩留は低く,逆に内臓脂肪

量が最も多く,1巴育効率の低いことが示された。また,脂

肪交雑,しまり及びきめも他の区に比べて低かった。

2)一産区では,平均日増体量は肥育期間中の分娩によ
り低い値となった。分娩は介助を要しなかったが,乳房炎

が 1頭発症した。枝肉歩留はやや低い値となったが,肉質

面では未経産区と同等の成績であった。

3)未経産区は,平均日増体量が交雑種肥育牛としては
やや低い値であった。しかし,開始月齢が若く体重もイヽさ

かったため,飼料効率は最も優れた。肉質では,脂肪交雑 ,

しまり及びきめにおいて良好な成績を示した。

以上から,交雑種の二産取り肥育は,枝肉歩留及び肉質
の面で一産取り肥育に及ばず,高品質な牛肉生産を考える

と二産取り肥育は妥当な方法とは言い難い。
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表 1 発育成績及び飼料効率 (単位 :日 ,月 ,kg)

表 2 解体成績 (単位 :%,clo,耐)

表 3 内臓及び原皮等重量  (単位 l kg)

区

開
始
日 11647±537 6885± 1
4596± 134 411 91536 111 9:

終

了
日 1444 0± 1054 10770± 731 7293士
:重 7097± 41 3 6948■ 377 6395±
日 2798=L52 3 3885± 670 6090±
470± 36 348± 25 235±

:重 098」L029 074± 009 087±
l kg増体
に要した

TDN量
87± 18 100±05 57± 04
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